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長ゼミ  いよいよ開講 4月～ 8月（全 8回）

医療経営士1級合格を目指す! 長ゼミ
診療報酬改定、医療制度を踏まえた数値マネジメント

講義＋ゼミ生による論文作成、
プレゼンテーションを通して
多角的な視点を身につける!

❶30年4月に向けた医療制度・診療介護報酬改定の流れ　❷28年診療報酬改定の概要　
❸貸借対照表・損益計算書・キャッシュフロー計算書の読み方
❹病床機能報告・DPCデータを活用した経営分析　❺銀行の財務格付け　
❻病院介護施設の改善事例　❼❽医療介護経営をテーマにしたプレゼン大会

■定員 ：20名
■受講料 ：100,000円（税込）
■受講要件 ：医療経営士2級・3級取得者
■講師 ：長英一郎（東日本税理士法人代表社員、
  所長／医療経営士1級合格）
■会場 ：東日本税理士法人セミナールーム
  （東京都新宿区矢来町75）

主な予定（全8回）

吉
原
代
表
理
事
が
あ
い
さ
つ

医
療
経
営
士
の
合
格
者

１
万
人
の
目
標
に
近
づ
く

在
籍
中
に
ボ
ク
シ
ン
グ
で
プ
ロ

デ
ビ
ュ
ー
し
、
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

と
し
て
活
動
し
な
が
ら
医
師
国

家
試
験
に
合
格
し
た
と
い
う
、

ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
を
持
っ
て
い

る
。
ボ
ク
シ
ン
グ
引
退
後
は
各

地
で
地
域
医
療
に
携
わ
り
、
東

日
本
大
震
災
発
生
後
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
常
勤
医
が
不
在

と
な
っ
て
い
た
宮
城
県
気
仙
沼

市
立
本
吉
病
院
で
診
療
に
従

事
、
後
に
同
院
院
長
に
就
任
し

た
。
現
在
は
フ
リ
ー
の
医
師
と

し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
華

厳
宗
大
本
山
東
大
寺
で
得
度
し

僧
侶
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
。

　

講
演
で
は
自
身
の
半
生
を
振

り
返
り
、
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
独
特
の
語
り
口
で
伝
え

た
。
学
生
時
代
に
つ
い
て
は
教

師
か
ら
家
の
手
伝
い
を
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
、
そ
の
と
お
り
に

し
た
と
こ
ろ
成
績
が
上
が
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
。「『
私
』

が
『
私
』
で
あ
る
た
め
に
は
、

身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
で

き
る
こ
と
が
大
切
。
医
師
と
し

て
認
知
症
患
者
や
要
介
護
者
と

ど
う
か
か
わ
る
べ
き
か
を
考
え

る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
本
吉
病
院
の
院
長
に

就
任
し
た
当
時
、
経
営
を
ま
っ

た
く
理
解
し
て
い
な
い
な
か
で

職
員
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

た
理
由
に
つ
い
て
、「
税
金
を

使
っ
て
地
域
の
人
た
ち
の
健
康

を
支
え
て
い
る
と
い
う
共
通
認

識
を
持
て
た
こ
と
で
、
１
つ
の

方
向
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
た
」
と
強
調
し
た
。

　

続
く
新
春
の
集
い
で
は
、
小

林
利
彦
代
表
理
事
代
行
が
主
催

者
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
あ
と
、

第
５
回
「
全
国
医
療
経
営
士
実

践
研
究
大
会
」
名
古
屋
大
会
の

審
査
委
員
奨
励
賞
受
賞
者
で
、

千
葉
県
済
生
会
習
志
野
病
院
事

務
次
長
兼
経
営
企
画
室
室
長
の

兵
藤
敏
美
さ
ん
が
登
壇
。「
人

工
知
能
が
病
院
経
営
に
応
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
組
織
は

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
吉

原
健
二
代
表
理
事
は
、「
医
療

経
営
士
３
級
」
資
格
認
定
試
験

の
合
格
者
が
累
計
７
０
０
０
人

を
超
え
、
当
初
自
身
が
目
標
と

し
て
い
た
１
万
人
に
近
づ
い
て

き
た
と
し
た
う
え
で
、「
最
大

の
課
題
で
あ
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、

地
域
の
医
療
を
ど
う
す
る
か
改

め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
自

院
の
経
営
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
全
体
を
よ
く
す
る
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
考
え
て
仕
事
を
し

て
ほ
し
い
」
と
医
療
経
営
士
の

活
躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

続
い
て
、
川
島
氏
が
登
壇
。

川
島
氏
は
、
京
都
大
学
医
学
部
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一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は
２
月
４
日
（
土
）、
富
士
ソ
フ
ト
ア
キ
バ
プ
ラ
ザ
（
東
京
都
千
代
田
）
に

て
「
２
０
１
７
年
新
春
講
演
会
＆
新
春
の
集
い
」
を
開
催
し
た
。
第
１
部
の
新
春
講
演
会
で
は
、
医
師
・
僧
侶
で
元
プ

ロ
ボ
ク
サ
ー
と
い
う
異
色
の
人
生
を
歩
む
川
島
実
氏
が
、「『
拳
闘
』
と
『
仏
法
』
か
ら
得
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
―
―

私
の
人
生
観
、
経
営
観
」
を
テ
ー
マ
に
登
壇
。
第
２
部
の
新
春
の
つ
ど
い
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
結
し
た
医
療
経
営

士
と
協
会
関
係
者
が
交
流
を
深
め
た
。

「 2 0 17年新春講演会＆新春の集い」レポート

講演会冒頭であいさつを述べる吉原健二代表理事

川島実氏

医師・僧侶として活動する川島実氏を
講師に迎え、新春講演会が盛大に開かれる

第
１
部「
新
春
講
演
会
」

川
島
実
氏
が
語
る

異
色
の
半
生
か
ら
得
た

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
と
は

も
の
は
大
き
く
考
え

夢
を
大
き
く
実
現
し
よ
う

第
２
部「
新
春
の
集
い
」



人
で
成
り
立
っ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
だ
け
で
は
経
営
で
き
な

い
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
一
緒
に
医

療
の
発
展
に
向
け
て
頑
張
り
た

い
」と
乾
杯
の
発
声
を
行
っ
た
。

　

歓
談
を
経
て
、
協
会
の
試

験
・
作
問
協
議
委
員
会
委
員
長

を
務
め
る
東
北
医
科
薬
科
大
学

医
学
部
の
濃
沼
信
夫
教
授
が
あ

い
さ
つ
。
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
米
国
大
統
領
の
就
任
演
説
に

つ
い
て
、「
大
学
入
試
で
は
使

え
な
い
よ
う
な
短
文
ば
か
り
」

と
笑
い
を
誘
っ
た
う
え
で
、

「W
e m

ust think big and 
dream

 even bigger

（
も
の
は

大
き
く
考
え
よ
う
、
そ
し
て
夢

を
大
き
く
実
現
し
よ
う
）」
と

い
う
一
節
を
紹
介
し
、「
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
や
夢
の
実
現
の
た

め
に
医
療
経
営
士
の
資
格
を
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

次
に
、
医
療
経
営
士
１
級
合

格
者
を
代
表
し
、
社
会
医
療
法

人
社
団
光
仁
会
第
一
病
院
医
療

福
祉
連
携
室
室
長
の
網
代
祐
介

さ
ん
、
医
療
法
人
社
団
小
羊
会

こ
ひ
つ
じ
会
グ
ル
ー
プ
経
営
企

画
室
管
理
部
部
長
代
理
の
横
田

泰
洋
さ
ん
、
エ
ー
ザ
イ
株
式
会

社
ア
ク
セ
ス
＆
ア
ウ
ト
カ
ム
本

部
病
院
政
策
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
団
野
和
久
さ
ん
の
３
人
が
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

網
代
さ
ん
は
、
自
ら
実
践
に

つ
な
が
る
学
び
の
場
を
つ
く
り

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
自
身
が

主
催
す
る
勉
強
会
の
立
ち
上
げ

を
進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

横
田
さ
ん
は
人
事
労
務
に
関
す

る
改
善
活
動
に
よ
り
離
職
率
低

下
を
実
現
し
た
こ
と
を
紹
介

し
、
団
野
さ
ん
は
「
幅
広
い
知

識
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
瞬
発

力
が
身
に
つ
い
た
」
と
１
級
試

験
を
振
り
返
っ
た
。

　

続
い
て
、
名
古
屋
大
会
の
審

査
委
員
長
を
務
め
た
東
京
医
科

歯
科
大
学
大
学
院
の
川
渕
孝
一

教
授
が
登
壇
し
、
大
会
の
寸
評

を
披
露
し
た
あ
と
、
清
水
康
之

理
事
が
中
締
め
の
あ
い
さ
つ
で

登
壇
。「
医
療
と
介
護
の
連
携

の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
久
し
い

が
、
な
か
な
か
機
能
し
て
い
な

い
。
医
療
経
営
士
は
地
域
に
お

い
て
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
推

進
し
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
、
会
を
締

め
く
く
っ
た
。
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支部NEWS 関東支部 神奈川研究会

2017年2月から、医療経営士による
自主的研究会として新たなスタート!

　神奈川研究会は、県内の医療経営士の
学びの場創出、ネットワーク構築と連携
強化を目的に、2014年4月に発足しまし
た。3年間で7回の研究会を開催し、累
計参加者数は約250人にのぼっています。
これまで、神奈川県済生会支部長・正木
義博氏を講師に迎えた「激動の時代の病
院経営とは」（第2回）や、横浜病院理
事長・北島明佳氏による「『経営品質』
の視点で考える病院経営」（第6回）など、
地元医療機関等で活躍する方々を講師に
迎え、地域に根ざした研究会としてご好
評いただいてきました。
　本年2月からは、医療経営士のさらな
る連携強化を目指して、医療経営士有志
が主体的に企画・運営を行う新体制へと
パワーアップしました。今後、“神奈川
県の医療経営士が本当に知りたいテー
マ” を盛り込みながら開催していく予定
です。ぜひ、ご期待ください。

横浜市東部病院（病床数560、職員数1,328人）は、
救命救急センター・集中治療センターなどを有する
地域の中核病院

累計参加者数は約250人
医療経営士のさらなる
連携強化に期待 済生会横浜市東部病院の見学＆

医事課のミッションについて、
医療経営士が提言

濃沼信夫教授

団野和久さん横田泰洋さん

兵藤敏美さん

清水康之理事川渕孝一教授

小林利彦代表理事代行

◆神奈川研究会事務局メンバー◆
（順不同・敬称略）

金城 悠貴
（済生会横浜市東部病院医事企画室主任・医療経営士2級）

中村 知明
（聖隷横浜病院事務長・医療経営士3級）

青木 大介（大船中央病院総務課主任・医療経営士2級）

栁澤 孝彰
（済生会横浜市南部病院医事課・医療経営士2級）

船山 和紀
（日医リース東京支店主任・医療経営士2級）

湯本 光夫
（日本医療経営実践協会関東支部事務局・日本医療企画）

●日時：2017年3月18日（土）15：00〜17：00
●会場：済生会横浜市東部病院
　（神奈川県横浜市鶴見区下末吉3-6-1）　
●案内人＆講演者：金城 悠貴
●受講料：会員1,000円、非会員：3,000円
●お問い合わせ先：神奈川研究会事務局　
　担当：金城（きんじょう）
　TEL：045-576-3000　
　FAX：045-576-3525

事務局より一言

金城 悠貴氏

究会を、人脈形成の場として、互いの志の
確認の場として、また医療経営士のスキル
アップの場として、盛り上げていきたいと
思います。
皆さまのご参加を、お待ちしています。

これからの地域医療に
は、地域全体をまたい
だコミュニケーション
が欠かせません。当研

第8回神奈川研究会、開催決定!

実
践
に
つ
な
が
る

学
び
の
場
を
つ
く
り
た
い

網代祐介さん



【問い合わせ先】株式会社日本医療企画　☎03-3256-7495

医療経営士にオススメの書籍

●編著：医学教育を考える編集委員会委員長　水巻中正（国際医療福祉大学大学院教授）　●Ａ5判／244頁　●定価：2,000円＋税

医学部教育イノベーション
医療が変わる　世界が変わる

【第1章】医学教育の国際潮流　【第2章】医学部の新設　【第3章】多発する医療過誤と医の倫理
【第4章】医学部教育改革――私の提言
	 加納繁照／上昌広／濃沼信夫／佐藤光展／杉原正子／武久洋三／徳田安春
【第5章】特別インタビュー「医学部教育イノベーション」北島政樹
【第6章】公開シンポジウム「新時代の医学教育を考える」　【第7章】鼎談「医療従事者の需給を考える」
【第8章】データでみる医学部受験・医療従事者の現状

〝
黒
船
〞が
再
び
来
航
!

日
本
の
医
学
教
育
水
準
は
、

国
際
基
準
に

達
し
て
い
な
い
の
か
!?

好評
発売中!

ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
す
べ
て

後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５

年
を
目
標
年
次
と
し
て
、
医

療
・
介
護
提
供
体
制
に
お
け
る

選
択
と
集
中
、
機
能
分
化
と
連

携
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
持

続
的
か
つ
団
塊
世
代
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
医
療
・
介
護
提
供

体
制
を
築
く
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
収
斂
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

医
療
機
関
の
経
営
を
考
え
る

上
で
、
医
療
政
策
の
動
向
は
き

わ
め
て
重
要
な
前
提
条
件
と
な

り
ま
す
。
医
療
保
険
政
策
お
よ

び
医
療
提
供
政
策
は
、
わ
が
国

の
医
療
の
あ
り
方
を
基
本
的
に

規
定
し
て
い
て
、
医
療
機
関
経

営
に
当
た
っ
て
は
、
第
一
に
こ

う
し
た
枠
組
み
を
十
分
に
理
解

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

上
で
、
地
域
の
現
在
お
よ
び
将

来
の
環
境
を
踏
ま
え
、
自
院
の

適
切
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
定
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

医
療
経
営
士
の
皆
さ
ん
に

は
、
経
営
の
舵
取
り
を
行
う
人

た
ち
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

　

本
書
は
「
日
本
の
医
療
政
策

と
地
域
医
療
シ
ス
テ
ム
」
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
に
つ
い

て
、
初
学
者
に
も
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
基
本
事
項
を
中
心
に

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
、
詳
し
く

解
説
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
も

と
も
と
村
上
正
泰
山
形
大
学
教

授
に
よ
っ
て
、
２
０
１
０
年
に

初
版
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
13
年

に
第
２
版
と
し
て
改
訂
が
行
わ

れ
増
刷
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
改
訂
後
３
年
を
経
て
医
療

を
取
り
巻
く
内
外
の
環
境
も
大

き
く
変
化
し
、
ま
た
新
た
な
政

策
・
制
度
の
施
行
や
法
改
正
等

を
踏
ま
え
、
こ
の
度
第
３
版
と

し
て
執
筆
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
全
体
の
基
本
構
成
に
つ
い

て
は
、
村
上
教
授
の
テ
キ
ス
ト

を
踏
襲
し
つ
つ
、
随
所
に
わ
た

っ
て
大
幅
な
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や

内
容
刷
新
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
医
療
構
想
等
の
そ
の
後
の

政
策
動
向
を
新
た
に
加
え
ま
し

た
。

　

現
在
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て

「
２
０
２
５
年
問
題
」
が
あ
り

域
で
自
院
が
ど
の
よ
う
な
医
療

を
担
う
の
か
、
経
営
戦
略
上
の

正
し
い
選
択
を
行
う
役
割
と
適
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『日本の医療政策と地域医療システム』
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医
療
機
関
の
経
営
を
考
え
る
上
で
、

医
療
政
策
の
動
向
は
重
要
な
前
提
条
件

テ
キ
ス
ト
は
あ
く
ま
で
も
入
門
・
入
口

知
識
・
情
報
を
い
か
に
深
掘
り
し
て
い
く
か

　

昨
今
で
は
、
厚
生
労
働
省
等

の
主
要
な
審
議
会
・
検
討
会
の

内
容
が
原
則
公
開
さ
れ
、
そ
の

提
出
資
料
や
議
事
録
等
も
公
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
公
開
資
料
を

丹
念
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
あ
る
政
策
が
ど
う
い

う
経
緯
で
今
あ
る
よ
う
な
形
で

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ

る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

読
者
は
本
書
の
各
章
を
丹
念

に
学
び
、
で
き
れ
ば
引
用
し
て

い
る
各
種
の
報
告
書
等
の
公
開

資
料
に
自
ら
当
た
り
、
現
在
の

医
療
政
策
が
ど
の
よ
う
な
背
景

の
も
と
に
ど
う
い
っ
た
経
緯
で

形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
医
療

政
策
の
動
向
を
構
造
的
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
こ
う
し
た
学
習
方
法
は
、

さ
ら
に
上
級
の
レ
ベ
ル
に
お
い

て
も
共
通
す
る
も
の
で
す
。

　

医
療
経
営
を
学
ぶ
に
お
い
て

テ
キ
ス
ト
は
あ
く
ま
で
も
入

門
、
入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
特

に
初
級
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら

に
そ
の
先
が
あ
る
こ
と
を
意
識

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

す
ぐ
に
役
立
つ
知
識
は
、
反
面

す
ぐ
に
陳
腐
化
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
等
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
自
分
で
ア
ク

セ
ス
し
、
最
新
の
情
報
を
取
り

に
い
く
、
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
心
掛
け
る
と
い
っ
た
こ
と
に

加
え
、
知
識
を
“
深
掘
り
”
し

て
い
く
意
味
で
、
テ
キ
ス
ト
以

外
の
参
考
図
書
に
も
学
習
の
手

を
広
げ
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で

す
。
た
と
え
ば
、
30
年
以
上
に

わ
た
り
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
続
け

て
い
る
『
失
敗
の
本
質
』（
中

公
文
庫
）
と
い
う
、
太
平
洋
戦

争
を
中
心
と
し
た
大
日
本
帝
国

陸
海
軍
の
失
敗
事
例
を
ま
と
め

た
研
究
書
が
あ
り
ま
す
。
軍
隊

と
い
う
当
時
の
日
本
に
お
け
る

最
強
最
高
の
組
織
が
な
ぜ
失
敗

し
た
か
に
つ
い
て
、
組
織
論
的

に
解
明
し
た
も
の
で
す
。
こ
う

し
た
参
考
図
書
は
す
ぐ
に
役
立

つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

日
本
型
組
織
の
基
本
的
問
題
点

を
鋭
く
抉え

ぐ

っ
た
名
著
で
、
組
織

の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
大
い

に
参
考
に
な
る
も
の
で
す
。

　

未
来
は
過
去
の
延
長
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
過
去
や
現
在
の
知

識
・
情
報
、
こ
れ
ま
で
の
常
識

が
通
じ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
す
。
テ
キ
ス
ト
を

原
点
と
し
て
得
ら
れ
た
知
識
・

情
報
の
深
掘
り
が
必
要
と
さ
れ

る
所ゆ

え
ん以
で
す
。

切
な
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
述

べ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

東京大学政策ビジョン研究センター
特任教授。東京大学工学部・経済学
部卒業。1978年厚生省入省。厚生
省各局、OECD事務局（パリ）、在ジ
ュネーヴ日本政府代表部、千葉市環
境衛生局長、国立社会保障・人口問
題研究所研究部長等を経て、2001年
より九州大学大学院医学研究院教授。
2013年より現職。九州大学名誉教授。

尾形裕也
（おがた・ひろや）

執筆者に聞く、テキスト改訂のポイントと学習の進め方



【問い合わせ先】事務局　一般社団法人日本栄養経営実践協会　☎03-5289-7021 詳細は➡

協 力 団 体セミナーのご案 内

栄養部門が変われば病院・施設が変わる !
第2回 全国栄養経営士のつどい【福岡】
栄養経営士が創る医療・介護の将来像

2017年3月12日日
▶全国栄養経営士のつどい10：00～16：50　▶懇親会17：00～18：50
▶パピヨン24ガスホール（福岡県福岡市博多区千代1-17-1）
▶医療経営士（会員）4,000円　一般6,000円　※税込、懇親会別途5,000円

プログラム（一部）　※プログラムは変更となる場合があります。

医療経営士の参加も大歓迎! 栄養部門を学ぶためにオススメです!

検索栄養経営士　つどい

地域医療における管理栄養士の任務～地域を支えるために果たすべき役割～

栗原 正紀（一般社団法人是真会  長崎リハビリテーション病院理事長）
基調
講演

在宅医療における栄養管理の重要性と管理栄養士の責務
佐々木 淳（医療法人社団悠翔会理事長）

特別
講演 1

管理栄養士のための“知っておくべき”医療介護動向
長 英一郎（東日本税理士法人代表社員、所長／医療経営士1級合格者）

特別
講演 2

職場や
お知り合いの
管理栄養士にも
ご紹介
ください!!
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～日本医療経営実践協会からのお知らせ～

日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール
開催日 開催支部 テーマ 講　師

事 務 局 掲 示 板

　3月5日（日）に実施する第20回「医療経営士3級」
資格認定試験の受験エントリーが1月23日（月）に
終了し、過去最多2,651人の方がエントリーしまし
た。この数字は、これまで過去最多だった前回（第
19回）試験を1,000人以上上回ります。
　同試験は、四国地方では初の開催となる香川県高
松市を含め全国11都市の会場で実施され、3月31
日（金）に合格者が発表されます。
　なお、受験者の年齢・性別・所属先、合格率など
試験結果の詳細については、本紙5月号でレポート
する予定です。ぜひお楽しみに！

第20回「医療経営士3級」資格認定試験
過去最多2,651人がエントリー

　当協会では、第4回「医療経営士1級」資格認定
試験の第二次試験合格者11人を対象に資格認定審
査を行い、新たに「医療経営士1級」認定者5人が
誕生しました。
　今回の結果により、認定者は合計21人となりま
した。認定者の今後の活躍にご期待ください。

第4回「医療経営士1級」資格認定審査
新たに5人の認定者が誕生！ 千葉研究会　医療提供の継続性を担保する

「利益」を確保できる事務部門になろう

3/26　関東支部

　関東支部は、東京医科大学理事長付参与・評議員
の醍醐象器氏を講師に迎えた千葉研究会を開催する。
　医療機関が地域の社会資源として永続的に機能す
るためには、利益を確保し、再投資する必要がある。
戸田中央医科グループ本部総局長に43歳の若さで
就任し、数々の実績を持つ醍醐氏が、利益を確保で
きる事務部門になるための使命とスキルを説く。

■日時
3月26日（日）13：00〜15：00

■会場
千葉興業銀行千葉支店7階ホール（千葉県千葉市）

■参加費（税込）
会員・学生1,500円／一般：3,000円

■問い合わせ先
関東支部（担当：田所・平山）　TEL：03-3256-2885

受賞者から学べ!! 病院経営のキーポイント
第1～2回（全2回）

2/28、3/17　北陸支部

　北陸支部は、2016年10月に開催された第5回「全
国医療経営士実践研究大会」名古屋大会の演題発
表受賞者（北陸支部会員）を講師に迎えた研究会
を開催する。講師は第1回を公立松任石川中央病院
管理部経営管理課の山本誠氏、第2回を真生会富山
病院経営企画室の中神勇輝氏が務める。
　研究会では、演題発表時には触れられなかった
エピソードなどを踏まえながら、病院経営におけ
るキーポイントを探る。

■日時
　第1回：2月28日（火）16：00〜17：00
　第2回：3月17日（金）18：30〜19：30
■会場
　第1回：公立松任石川中央病院講義室（石川県白山市）
　第2回：真生会富山病院会議室（富山県射水市）
■参加費（税込）
　会員：無料／合格者：1,000円／一般：3,000円（各回）
■問い合わせ先
北陸支部（担当：仲丸）　TEL：076-231-7791

支部活動に参加してレベルアップを図ろう !

PICK UP  研究会

2月28日（火） 北陸
受賞者から学べ!!　病院経営のキーポイント第1回（全2回）
医療経営士を中心とした組織横断チームによる
多視点分析と改善活動の検証

山本誠氏（公立松任石川中央病院管理部経営管理課）

3月17日（金） 北陸 受賞者から学べ!!　病院経営のキーポイント第2回（全2回）
情報の視える化と経営改善～劇的改善Before・After～ 中神勇輝氏（真生会富山病院経営企画室）

九州
（主催：日本医療企画） 経営企画と広報を考える会　3日目（全4回） 秋吉裕美氏（製鉄記念八幡病院経営企画室・係長）

3月25日（土）
関東 第2回茨城研究会　病院の経営改善事例とKPIの活用法 有村秀幸氏（株式会社地域経済活性化支援機構、清風会グループ経営推進

本部長、医療法人清風会副理事長）

3月26日（日） 関東
千葉研究会
医療提供の継続性を担保する
「利益」を確保できる事務部門になろう

醍醐象器氏（東京医科大学理事長付参与・評議員）

3月18日（土）

関東
第8回神奈川研究会
済生会横浜市東部病院の見学＆ミッションについて、
医療経営士が提言

金城悠貴氏（済生会横浜市東部病院医事企画室主任）

関西 坪ゼミ「医療・介護現場の問題解決法」第2回 坪茂典（社会医療法人愛仁会本部介護福祉事業部長、社会福祉法人愛和会
本部統括部長）

九州
（主催：日本医療企画） 医療広報塾　3日目（全4回）

水内純清氏（元・読売新聞社会部、整理部記者、元・スポーツ報知編集部長、
元・社会医療法人天神会・古賀病院グループ広報部長［久留米市］、東アジ
ア日本語教育・日本文化研究学会副会長［文学博士］）

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページでご確認ください


